
本論文の目的は、アメリカ・日本・中国におけ

るコーポレート・ガバナンスを明らかにしたうえ

で、日本・アメリカにおけるコーポレート・ガバ

ナンスとの国際比較を分析し、日本・アメリカか

らの示唆を考慮しつつ、中国に合致する健全なコー

ポレート・ガバナンスを構築することである。本

論文は、全４章で構成し、各章の内容は以下に示

すとおりである。

第１章では、「中国におけるコーポレート・ガ

バナンス」と題して、中国におけるコーポレート・

ガバナンスを明らかにした。具体的には、まず、

中国国有企業の改革歴史を検討した。そして、中

国におけるコーポレート・ガバナンスの株式所有

構造とシステムを検討した。また、中国における

コーポレート・ガバナンスの問題点と改善点を検

討した。以上を検討することにより、中国におけ

るコーポレート・ガバナンスの考察を行った。

第２章では、「日本におけるコーポレート・ガ

バナンス」と題して、中国におけるコーポレート・

ガバナンスを明らかにした。具体的には、まず、

日本における企業不祥事とコーポレート・ガバナ

ンスの定義を検討した。そして、日本におけるコー

ポレート・ガバナンスの所有構造とシステムを検

討した。また、日本におけるコーポレート・ガバ

ナンスの問題点を検討した。さらに、日本におけ

るコーポレート・ガバナンスの改善点を提示した。

以上を検討することにより、日本におけるコーポ

レート・ガバナンスの考察を行った。

第３章では、「アメリカにおけるコーポレート・

ガバナンス」と題して、アメリカにおけるコーポ

レート・ガバナンスを明らかにした。具体的には、

まず、アメリカにおけるコーポレート・ガバナン

スの背景を検討した。そして、アメリカにおける

コーポレート・ガバナンスの株式所有構造とシス

テムを検討した。また、アメリカにおけるコーポ

レート・ガバナンスの問題点を検討した。さらに、

アメリカにおけるコーポレート・ガバナンスの改

善点を提示した。以上を検討することにより、ア
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メリカにおけるコーポレート・ガバナンスの考察

を行った。

第４章では、「日本・アメリカとの国際比較」

と題して、アメリカ・日本・中国におけるコーポ

レート・ガバナンスを明らかにしたうえで、日本・

アメリカとの国際比較を分析して、最善の中国型

コーポレート・ガバナンスがいかなる姿なのかを

明らかにした。具体的には、まず、アメリカ、日

本、中国における株式所有構造比較を検討した。

そして、アメリカ、日本、中国におけるコーポレー

ト・ガバナンスシステム比較を検討した。また、

アメリカ、日本、中国におけるコーポレート・ガ

バナンスの問題点比較を検討した。以上を検討す

ることにより、アメリカ・日本・中国におけるコー

ポレート・ガバナンス比較の考察を行った。
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